
鈴　

木　

通　

大

成
城
民
俗
学
の
系
譜
～
卒
業
生
編
～
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は
じ
め
に

　

成
城
民
俗
学
の
系
譜
～
卒
業
生
編
～
を
語
る
に
あ
た
っ
て
、
最
初
に
「
大
学
院
」
の
こ
と
を
簡
潔
に
述
べ
て
お
き
た
い
。
私
が
日

本
常
民
文
化
専
攻
修
士
課
程
）
に
入
学
し
た
の
は
、
一
九
七
二
年
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
日
本
常
民
文
化
専
攻
修
士
課
程
は
一
九
六
九

（
昭
和
四
十
四
）
年
に
開
設
さ
れ
、
一
九
七
一
年
に
博
士
課
程
が
認
可
さ
れ
た
。
日
本
常
民
文
化
専
攻
は
、
当
時
の
文
化
史
コ
ー
ス
（
現
・

文
化
史
学
科
）
を
中
心
に
、
芸
術
学
コ
ー
ス
（
現
・
芸
術
学
科
）、
マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
（
現
・
マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
学
科
）
の
三
本
足
で
出
発
し
て
い
る（

１
）。

当
時
は
、
民
俗
学
、
考
古
学
、
歴
史
学
、
芸
術
学
、
マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
等

を
学
ぶ
学
生
た
ち
が
同
床
異
夢
の
状
態
で
あ
っ
た
が
、
活
気
に
満
ち
た
環
境
を
形
成
し
て
い
た
と
実
感
し
て
い
る
。
大
学
院
の
改
編

に
よ
っ
て
、
一
九
八
三
（
昭
和
五
十
八
）
年
に
、
修
士
課
程
は
博
士
課
程
前
期
、
博
士
課
程
は
博
士
課
程
後
期
と
な
り
、
こ
の
時
期

を
境
と
し
て
日
本
常
民
文
化
専
攻
の
あ
り
方
も
い
い
意
味
で
変
化
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
民
俗
学
を
専
門
に
研
究
し
、
プ
ロ
パ
ー
を
め
ざ
し
た
当
時
の
院
生
、
す
な
わ
ち
大
学
院
に
学
籍
を
置
い
て
い
た
者
の

研
究
動
向
を
中
心
に
し
た
「
成
城
民
俗
学
の
系
譜
」
を
概
観
す
る
。
そ
こ
で
、
可
能
な
限
り
多
く
の
卒
業
生
を
対
象
に
そ
の
研
究
成

果
を
紹
介
す
る
よ
う
に
努
め
た
が
、
そ
の
対
象
者
が
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど
多
か
っ
た
の
で
、
今
回
は
十
分
に
紹
介
で
き
な
か

っ
た
点
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

１
．
大
学
院
の
草
創
期
に
お
け
る
日
本
常
民
文
化
研
究
室
に
つ
い
て

　

最
初
に
、
私
が
在
籍
し
た
一
九
七
〇
年
代
こ
ろ
の
日
本
常
民
文
化
研
究
室
の
様
子
に
つ
い
て
語
っ
て
み
た
い
。
ど
ん
な
科
目
の
講

義
が
あ
っ
た
の
か
、
一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年
、
修
士
課
程
に
入
学
し
た
鈴
木
が
提
出
し
た
「
受
講
届
」
で
見
て
み
よ
う
。
月
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曜
日
三
時
限
目
に
「
日
本
民
間
信
仰
史
演
習
」（
堀
一
郎
）、
木
曜
日
三
時
限
目
に
「
東
洋
文
化
史
演
習
」（
田
中
克
己
）、
金
曜
日
二

時
限
目
に
「
宗
教
民
俗
特
殊
講
義
」（
古
野
清
人
）、
三
時
限
目
に
「
日
本
民
俗
学
特
講
」（
大
藤
時
彦
）、
四
時
限
目
に
「
日
本
文
化

史
特
講
」（
新
城
常
三
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
講
義
内
容
と
ス
タ
ッ
フ
は
「
昭
和
四
十
八
年
度
講
義
要
項
」
に
よ
る
と
、「
日
本
常
民
文
化
論
」（
講
師　

大
藤
時
彦
）［
日

本
の
口
承
文
芸
を
論
じ
て
諸
外
国
と
の
比
較
研
究
に
及
ぶ
］・「
日
本
民
俗
学
演
習
」（
講
師　

大
藤
時
彦
）［
日
本
の
祭
を
講
説
し
て
、

民
間
信
仰
の
問
題
を
究
明
す
る
］・「
宗
教
民
俗
学
特
殊
講
義
」（
講
師　

古
野
清
人
）［
記
載
な
し
］・「
日
本
民
間
信
仰
史
」（
教
授　

堀
一
郎
）［
民
俗
学
と
宗
教
学
の
接
点
に
お
い
て
、「
聖
と
俗
」
の
問
題
を
と
り
あ
げ
、
研
究
討
論
す
る
］・「
日
本
常
民
文
化
史
特
殊

講
義
」（
教
授　

新
城
常
三
）［
狂
言
そ
の
他
中
世
史
料
を
用
い
て
、
常
民
の
文
化
・
思
想
・
生
活
等
の
跡
を
探
る
］・「
先
史
文
化
論
」

（
講
師　

佐
藤
達
夫
）［
先
史
考
古
学
の
方
法
論
、
な
ら
び
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
先
史
考
古
学
一
般
に
つ
い
て
学
習
す
る
た
め
に
、
極
め
て

適
当
と
考
え
ら
れ
う
る
の
で
、
下
記
の
文
献
の
講
義
を
行
う
］・「
東
洋
文
化
史
演
習
」（
教
授　

田
中
克
己
）［
中
国
民
俗
学
は
日
本

民
俗
学
よ
り
お
く
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
テ
キ
ス
ト
そ
の
他
に
よ
り
中
国
民
俗
と
の
比
較
を
す
す
め
て
い
く
］・「
日
本
思
想
史

特
殊
講
義
」（
講
師　

神
島
二
郎
）［
現
代
日
本
の
精
神
構
造
を
歴
史
に
遡
り
な
が
ら
概
説
す
る
］
な
ど
で
あ
る（

２
）。

　

大
学
院
の
研
究
室
は
、
図
書
館
裏
の
建
物
（
四
号
館
）
四
階
に
あ
り
、
講
義
が
な
い
と
き
は
こ
こ
で
自
習
し
た
り
、
談
話
し
た
り

し
て
い
た
。
当
初
は
開
室
時
間
が
決
ま
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
自
主
管
理
と
な
り
、
次
第
に
図
書
も
少
し
ず
つ
充
実
し
て
、
研
究

体
制
が
整
っ
て
き
た
。
し
か
も
、
日
本
常
民
文
化
専
攻
の
学
生
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
民
俗
学
以
外
の
履
修
者
も
在
籍
し
て
い
た
。

そ
こ
で
、「
常
民
文
化
」
が
共
有
の
理
念
と
な
る
た
め
に
ほ
ぼ
全
員
が
参
加
し
て
「
理
論
合
宿
」
と
銘
打
っ
た
合
同
研
究
会
を
成
城

学
園
の
厚
生
施
設
で
あ
る
白
樺
荘
や
富
望
荘
な
ど
で
開
催
し
て
い
た
。
こ
の
研
究
会
に
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
民
俗
学
を
は
じ
め
、

社
会
学
（
マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
）、
歴
史
学
、
考
古
学
、
美
術
史
学
な
ど
を
専
攻
す
る
者
た
ち
が
専
門
的
領
域
を
超
え
て
参

加
し
、
そ
の
光
景
は
あ
た
か
も
学
際
的
研
究
の
先
駆
け
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

い
っ
ぽ
う
で
民
俗
学
を
専
攻
す
る
者
が
増
え
る
に
連
れ
て
、
よ
う
や
く
民
俗
学
に
特
化
し
た
研
究
会
を
開
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
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た
。
当
時
は
、
最
初
、
民
俗
学
の
目
的
と
方
法
な
ど
、
理
論
的
な
テ
ー
マ
に
関
心
が
注
が
れ
て
い
た
が
、
し
だ
い
に
先
行
論
文
を
対

象
に
内
容
分
析
を
通
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
仮
説
の
検
証
を
め
ざ
す
グ
ル
ー
プ
、
沖
縄
を
拠
点
に
し
た
南
島
研
究
を
め
ざ
す
グ
ル
ー

プ
な
ど
に
、
発
展
的
に
分
派
し
、
相
互
に
切
磋
琢
磨
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
動
向
が
底
流
と
な
っ
て
、
研
究
成
果
が
発
表
で
き
る

共
通
の
場
と
な
る
研
究
誌
『
常
民
文
化（

３
）』

の
発
刊
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。

　

ま
た
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
か
ら
来
日
し
て
い
た
ロ
ナ
ル
ド
・
モ
ー
スRonald�A

.�M
orse

（
一
九
三
八
～
）
と
韓
国
か
ら
来
日

し
て
い
た
崔
吉
城
の
両
氏
か
ら
多
く
の
有
益
な
学
識
を
学
ぶ
と
同
時
に
、
知
的
な
刺
激
を
受
け
る
機
会
を
得
た
。
と
く
に
、
柳
田
國

男
研
究
で
柳
田
文
庫
に
訪
れ
て
い
た
モ
ー
ス
氏
か
ら
は
柳
田
の
民
俗
学
研
究
法
な
ど
を
は
じ
め
、
貴
重
な
学
恩
を
多
く
受
け
た
。

　

モ
ー
ス
氏
に
よ
る
と
、
柳
田
の
学
問
に
は
理
論
的
な
問
題
を
厳
密
に
扱
う
こ
と
が
欠
け
て
い
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
民
俗
学
の
学

問
的
立
場
を
か
な
り
弱
く
し
て
い
る
こ
と（

４
）、

さ
ら
に
民
俗
学
の
若
手
研
究
者
が
民
俗
学
の
理
論
に
本
気
で
取
組
む
よ
う
に
な
っ
た
の

は
ご
く
最
近
の
こ
と
で
あ
る（

５
）と

い
う
指
摘
を
受
け
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
著
書
『
近
代
化
へ
の
挑
戦
―
―
柳
田
国
男
の
遺
産
―
―
』
の

な
か
で
は
、
日
本
民
俗
学
の
将
来
に
一
条
の
光
と
し
て
、
成
城
大
学
に
は
民
俗
学
を
「
科
学
的
な
学
問
」
と
す
べ
く
努
力
し
て
い
る

数
人
の
若
手
研
究
者
が
い
て
、「
彼
ら
が
日
本
の
成
果
を
諸
外
国
に
紹
介
で
き
る
資
金
的
な
援
助
を
求
め
て
い
た
」
と
言
及
し
、
さ

ら
に
こ
う
し
た
動
き
に
つ
い
て
堀
一
郎
教
授
は
亡
く
な
る
直
前
ま
で
め
ん
ど
う
を
み
て
お
ら
れ
た
の
で
彼
の
死
は
大
変
惜
し
ま
れ
る（

６
）

と
、
当
時
の
様
子
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

そ
の
モ
ー
ス
氏
か
ら
、
一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）
年
七
月
に
東
京
九
段
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
で
「
柳
田
國
男
生
誕
百
年
記

念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
た
際
、
懇
親
会
の
席
上
で
ア
メ
リ
カ
民
俗
学
界
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
リ
チ
ャ
ー
ド
・
Ｍ
・

ド
ー
ソ
ン
氏
に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
は
熱
き
想
い
出
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
大
学
院
を
去
っ
て
か
ら
、
後
輩
や
か
つ
て
の
仲
間
と
と
も
に
通
称
「
ム
ラ
研
」
と
い
わ
れ
た
「
ム
ラ
研
究
会
」
に
参
加

す
る
機
会
を
得
た
。
こ
の
研
究
会
は
、
成
城
大
学
の
卒
業
生
や
当
時
の
大
学
院
生
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
民
俗
学
の
研
究
を
志
向
す

る
者
の
集
ま
り
で
あ
り
、
和
気
藹
々
の
な
か
に
も
適
度
の
緊
張
感
が
あ
り
、
相
互
に
向
上
心
を
も
た
ら
す
場
で
も
あ
っ
た
と
い
え
る（

７
）。
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２
．
研
究
活
動
の
軌
跡
Ⅰ
―
―
修
士
課
程
・
博
士
課
程
の
時
代
（
一
九
六
九
～
一
九
八
二
）

　

成
城
大
学
で
は
、
学
部
の
文
化
史
学
科
と
大
学
院
の
日
本
常
民
文
化
専
攻
課
程
に
お
い
て
、「
民
俗
学
」
を
学
び
、
研
究
で
き
る

こ
と
は
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
。
し
か
も
、
日
本
民
俗
学
の
創
始
者
柳
田
國
男
の
関
与
が
多
大
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
巷
間
で
は
「
柳

田
民
俗
学
」
を
受
け
継
い
で
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
柳
田
民
俗
学
」
＝
「
成
城
民
俗
学
」
と
理
解
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。「
常
民
文
化
」
と
と
も
に
「
成
城
民
俗
学
」
の
概
念
に
つ
い
て
追
求
す
る
姿
勢
が
在
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
本
格
的
に
は
取
組
ま
な
か
っ
た
が
、
潜
在
的
に
意
識
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
し
、
成
城
で
民
俗
学
（
研
究
）
を

学
ん
だ
者
に
と
っ
て
「
成
城
民
俗
学
」
が
存
在
す
る
な
ら
ば
、
共
有
で
き
る
理
念
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
条
件
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
他
者
の
大
学
と
は
差
別
化
で
き
る
よ
う
な
民
俗
学
の
目
的
や
方
法
が
根
底
に
存
在
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
理
念
が
一
貫
と
し
て

継
続
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
、
と
考
え
る
。
で
は
、
こ
の
時
期
の
日
本
常
民
文
化
専
攻
民
俗
学
専
修
の
卒
業
生
に
つ
い
て
、
そ
の
研
究

テ
ー
マ
や
成
果
な
ど
を
、
五
十
音
順
で
紹
介
す
る
。

　

岩
崎
真
幸
（
元
東
北
学
院
大
学
）
に
は
、「
モ
リ
信
仰
に
お
け
る
ハ
ヤ
マ
的
性
格
に
つ
い
て
―
―
山
形
県
鶴
岡
市
清
水
に
お
け
る
『
モ

リ
供
養
』
の
事
例
報
告
―
―
」（『
常
民
文
化
』
創
刊
号
、
一
九
七
七
）
な
ど
の
研
究
成
果
が
あ
り
、
東
北
地
方
の
ハ
ヤ
マ
信
仰
な
ど
の

民
間
信
仰
を
中
心
に
調
査
研
究
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
、「
東
沢
目
の
信
仰
生
活
と
オ
ボ
ツ
ナ
を
め
ぐ
る
協
力
関
係
―
―
岩
手
県

江
刺
市
梁
川
町
東
沢
目
の
民
俗
―
―
」（『
東
北
学
院
大
学
東
北
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
二
、
一
九
八
一
）
な
ど
が
あ
る
。

　

恵
津
森
智
行
（
世
田
谷
区
立
郷
土
資
料
館
）
に
は
、「
九
十
九
里
浜
聞
書
―
―
千
葉
県
山
武
郡
九
十
九
里
町
―
―
」（『
常
民
文
化
』
二
、

一
九
七
八
）
な
ど
が
あ
り
、
博
物
館
に
お
い
て
民
俗
研
究
に
従
事
し
て
い
る
。　

　

大
本
憲
夫
（
元
山
村
学
園
短
期
大
学
、
一
九
四
七
―
二
〇
一
六
）
は
、
鬼
籍
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
が
、「
若
者
組
の
加
入
形
態
と
村
落
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構
成
」（『
城
』
一
、
一
九
七
四
）
に
お
い
て
若
者
組
へ
の
加
入
形
態
の
類
型
化
を
試
み
、
加
入
形
態
と
村
落
の
三
要
素
、
規
模
・
生

業
形
態
、
価
格
、
階
層
性
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
全
国
三
六
七
村
落
の
事
例
を
も
と
に
検
証
し
て
い
る
。「
宮
古
島
村
落
に
お
け
る

社
会
組
織
と
祭
祀
組
織
―
―
平
良
市
松
原
の
事
例
―
―
」（『
常
民
文
化
』
創
刊
号
、
一
九
七
七
）
な
ど
の
研
究
成
果
が
あ
る
。

　

と
く
に
、「
沖
縄
宮
古
群
島
の
祭
祀
体
系
」（『
民
俗
学
研
究
所
紀
要
』
六
、
一
九
八
二
）
で
は
、
第
二
回
日
本
民
俗
学
会
研
究
奨
励

賞
を
受
賞
し
、
成
城
大
学
出
身
者
の
受
賞
第
一
号
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
中
込
睦
子
と
「
村
制
・
族
制
」（『
日
本
民
俗
学
』
一
六

〇
〈
特
集　

日
本
民
俗
学
の
研
究
動
向
（
昭
和
五
八
・
五
九
年
）〉、
一
九
八
五
）
を
執
筆
し
て
い
る
。

　

年
齢
階
梯
制
の
研
究
か
ら
、
宮
古
島
を
フ
ィ
ー
ル
ド
の
拠
点
と
し
た
沖
縄
研
究
に
取
組
ん
だ
が
、
こ
の
大
本
に
続
い
て
、
小
島
清

志
、
藤
井
せ
い
子
、
高
橋
泉
ら
が
宮
古
島
で
民
俗
調
査
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

喜
山
朝
彦
（（
宇
都
宮
文
星
短
期
大
学
）
に
は
、「
位
牌
祭
祀
に
つ
い
て
の
予
備
的
報
告
―
―
東
京
都
八
王
子
市
別
所
の
事
例
―
―
」（『
常

民
文
化
』
五
、
一
九
八
二
）、「
奄
美
与
論
島
の
沖
縄
的
ユ
タ
と
依
頼
者
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
―
と
く
に
観
光
化
と
の
関
連
で
―
―
」（『
常

民
文
化
』
九
、
一
九
八
六
）
な
ど
が
あ
り
、
沖
縄
・
奄
美
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
た
研
究
成
果
を
発
表
し
て
い
る
。

　

小
林
稔
（
文
化
庁
）
は
、「
奥
三
河
の
シ
カ
ウ
チ
神
事
」（『
民
俗
』
一
一
七
、
一
九
八
四
）
な
ど
、
愛
知
県
や
長
野
県
に
み
ら
れ
る

シ
カ
ウ
チ
神
事
な
ど
を
調
査
研
究
し
、
観
光
文
化
研
究
所
、
千
葉
県
の
博
物
館
を
経
て
、
現
在
は
民
俗
文
化
財
の
指
定
や
文
化
遺
産

保
護
の
あ
り
方
に
つ
い
て
取
組
ん
で
い
る
。

　

小
嶋
博
巳
（
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
）
は
、「『
俗
信
』
覚
書
―
―
概
念
の
再
検
討
に
向
け
て
―
―
」（『
民
俗
学
評
論
』
二
三
、

一
九
八
三
）
で
第
四
回
日
本
民
俗
学
会
研
究
奨
励
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
そ
の
他
に
、「
常
総
地
方
の
大
師
ま
わ
り
―
―
成
田
組
十

善
講
事
例
報
告
―
―
」（『
常
民
文
化
』
二
、
一
九
七
八
）、「
利
根
川
下
流
域
の
新
四
国
巡
礼
―
―
い
わ
ゆ
る
地
方
巡
礼
の
理
解
に
向
け

て
―
―
」（『
成
城
文
藝
』
一
一
三
・
一
一
四
、
一
九
八
五
）
な
ど
、
主
に
巡
礼
研
究
で
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

　

小
松
清
は
葬
墓
制
な
ど
の
調
査
研
究
に
、「
柳
田
国
男
の
『
葬
制
の
沿
革
に
つ
い
て
』
を
め
ぐ
っ
て
」（『
常
民
文
化
』
二
、
一
九
七
八
）、

「
岩
手
県
下
の
墓
制
―
―
一
戸
町
中
里
の
事
例
に
つ
い
て
―
―
」（『
常
民
文
化
』
三
、
一
九
八
○
）
な
ど
の
成
果
が
あ
る
。
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鈴
木
通
大
（
元
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
）
に
は
、「『
最
後
の
稲
束
』
儀
礼
に
つ
い
て
」（『
日
本
民
俗
学
』
一
○
九
、
一
九
七
七
）、「
神

社
合
祀
後
に
お
け
る
〈
分
祀
〉
に
つ
い
て
―
―
神
奈
川
県
下
の
民
俗
事
例
を
も
と
に
―
―
」（『
神
奈
川
県
立
博
物
館
研
究
報
告
』
一
○
、

一
九
八
二
）、「
神
社
が
あ
る
ム
ラ
と
神
社
が
な
い
ム
ラ
―
―
神
社
合
祀
後
に
お
け
る
神
社
復
祀
の
実
態
に
つ
い
て
」（
松
崎
憲
三
編
『
近

代
庶
民
生
活
の
展
開
』
三
一
書
房
、
一
九
九
八
）、「
特
論
博
物
館
と
民
俗
学
―
―
博
物
館
に
お
け
る
民
俗
学
の
可
能
性
―
―
」（『
日
本

民
俗
学
』
二
二
七
、
二
○
○
一
）
な
ど
の
研
究
成
果
が
あ
り
、
明
治
期
の
神
社
整
理
で
合
祀
さ
れ
た
ム
ラ
の
神
社
が
元
の
場
所
に
戻
る

〈
分
祀
〉（
復
祀
）
と
い
う
民
俗
事
象
に
注
目
し
て
神
奈
川
県
域
の
事
例
を
も
と
に
そ
の
要
因
の
類
型
化
を
試
み
て
い
る
。
現
在
は
、

神
奈
川
県
域
の
民
俗
、
と
く
に
地
元
の
大
和
市
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
て
民
俗
事
象
の
経
年
調
査
を
続
け
、
い
っ
ぽ
う
で
農
耕
儀
礼

に
お
け
る
穀
霊
信
仰
の
研
究
に
取
組
ん
で
い
る
。

　

高
橋
泉
（
仙
台
白
百
合
女
子
大
学
）
に
は
、
柳
田
国
男
が
主
宰
し
実
施
し
た
山
村
・
海
村
調
査
を
追
跡
し
、
そ
の
変
化
の
様
相
か

ら
地
域
社
会
と
近
代
化
の
解
明
を
め
ざ
し
た
『
地
域
社
会
と
「
近
代
化
」
―
―
柳
田
国
男
主
導
「
山
村
調
査
」「
海
村
調
査
」
の
追

跡
調
査
か
ら
―
―
』（
二
○
○
五
）
や
『
沖
縄
宮
古
島
下
地
民
俗
誌
～1974–1976　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
記
録
～
』（
二
○
一
一
）

な
ど
が
あ
り
、
沖
縄
宮
古
島
に
お
け
る
継
続
的
な
民
俗
調
査
を
も
と
に
研
究
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

　

崔
吉
城
（
東
亜
大
学
）
は
、
留
学
研
究
員
と
な
り
、「
韓
国
の
祭
り
に
つ
い
て
―
―
特
に
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
土
着
化
に
関
連
し
て

―
―
」（『
日
本
民
俗
学
』
九
八
、
一
九
七
五
）、『
朝
鮮
の
祭
り
と
巫
俗
』（
第
一
書
房
、
一
九
八
○
）、「
沖
縄
オ
ナ
リ
神
信
仰
一
考
」（『
日

本
民
俗
学
』
一
六
九
、
一
九
八
七
）、「
韓
国
に
お
け
る
日
本
民
俗
研
究
の
回
顧
と
展
望
」（『
日
本
民
俗
学
』
一
七
五
、
一
九
八
八
）、「
韓

国
社
会
に
お
け
る
飲
酒
・
飲
茶
の
意
味
」（『
日
本
民
俗
学
』
一
九
五
、
一
九
九
三
）
な
ど
を
発
表
し
、
韓
国
の
民
俗
、
と
く
に
シ
ャ
ー

マ
ニ
ズ
ム
の
研
究
を
中
心
に
活
躍
し
て
い
る
。

　

服
部
守
史
は
、「
柳
田
国
男
の
『
中
農
養
成
策
』
に
関
す
る
考
察
」（『
常
民
文
化
』
三
、
一
九
八
○
）、「
境
川
流
域
の
ジ
ミ
ョ
ウ
と

組
合
―
―
大
和
市
大
字
上
和
田
の
事
例
か
ら
―
―
」（『
常
民
文
化
』
四
、
一
九
八
一
）
な
ど
を
発
表
し
、
民
俗
調
査
研
究
な
ど
に
従
事

し
た
。
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藤
井
せ
い
子
は
、「
沖
縄
・
宮
古
島
平
良
市
に
お
け
る
商
業
活
動
―
―
市
場
を
中
心
と
し
た
予
備
的
考
察
―
―
」（『
城
』
二
、
一
九

七
六
）、「
女
性
の
商
活
動
の
社
会
的
意
味
」（『
日
本
民
俗
学
』
一
九
八
〈
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
民
俗
社
会
に
お
け
る
『
女
性
像
』」〉、
一
九
九
四
）

な
ど
が
あ
り
、
と
く
に
沖
縄
に
お
け
る
女
性
の
経
済
活
動
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
て
い
た
。

　

細
野
由
美
は
、「
憑
き
も
の
に
関
す
る
一
考
察
―
―
飛
騨
の
ゴ
ン
ボ
ダ
ネ
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」（『
常
民
文
化
』
三
、
一
九
八
○
）
な

ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
憑
き
物
研
究
に
成
果
を
残
し
て
い
る
。

　

松
田
精
一
郎
（
元
鳥
取
県
立
図
書
館
）
は
、「
昔
話
『
夢
買
長
者
』
に
つ
い
て
―
―
呪
宝
と
し
て
の
夢
の
価
値
の
変
遷
と
主
人
公
の

交
代
―
―
」（『
民
俗
』
九
五
、
一
九
七
七
）、「
口
承
文
芸
」（『
日
本
民
俗
学
』
一
二
四
〈
特
集　

日
本
民
俗
学
の
研
究
動
向
（
昭
和
五
二
・

五
三
年
）〉、
一
九
七
九
）
な
ど
、
口
承
文
芸
の
分
野
を
中
心
に
成
果
を
あ
げ
る
と
と
も
に
民
俗
の
調
査
研
究
で
活
躍
し
た
。

　

三
田
村
（
中
村
）
佳
子
（
元
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
）
は
、「
渡
り
職
人
『
西
行
』
の
予
備
的
考
察
―
―
あ
る
鋳
物
師
の
半

生
―
―
」（『
日
本
民
俗
学
』
一
九
五
、
一
九
九
三
）、「
振
髪
の
女
―
―
鍛
冶
神
画
像
か
ら
み
た
女
性
の
位
置
―
―
」（『
日
本
民
俗
学
』

二
○
五
、
一
九
九
六
）、「
生
業
を
分
類
す
る
と
い
う
こ
と
」（『
日
本
民
俗
学
』
二
二
七
〈
特
集　

日
本
民
俗
学
の
研
究
動
向
（
一
九
九
七
～

一
九
九
九
）〉、
二
○
○
一
）
な
ど
が
あ
り
、
と
く
に
『
東
京
近
郊
農
村
の
変
貌
―
―
埼
玉
県
朝
霞
市
の
生
業
―
―
』（
私
家
版
、
一
九
九

三
）
で
は
、
東
京
へ
の
農
産
物
供
給
地
で
あ
る
地
域
に
お
い
て
昭
和
三
〇
年
代
後
半
か
ら
畑
地
の
宅
地
化
が
急
速
に
進
ん
だ
都
市
近

郊
農
村
の
変
貌
の
過
程
に
つ
い
て
詳
細
な
調
査
を
も
と
に
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
ひ
と
つ
の
民
俗
誌
を
作
成
し
て
い
る
。
さ
ら
に

『
川
口
鋳
物
の
技
術
と
伝
承
』（
聖
学
院
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
）
で
は
、
近
世
か
ら
続
い
た
伝
統
的
な
技
術
に
よ
る
鍋
・
釜
・
鉄
瓶

を
生
産
し
た
鋳
物
の
町
で
映
画
「
キ
ュ
ー
ポ
ラ
の
あ
る
街
」
の
舞
台
に
も
な
っ
た
川
口
で
、
途
絶
え
る
寸
前
の
鋳
物
製
作
技
術
や
周

辺
職
人
の
生
産
活
動
、
伝
承
す
る
生
活
、
信
仰
の
世
界
な
ど
に
つ
い
て
詳
細
な
実
地
調
査
を
お
こ
な
い
、
川
口
鋳
物
師
の
全
体
像
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

ま
た
、『
風
流
と
し
て
の
オ
フ
ネ
―
―
信
濃
の
里
を
揺
ら
れ
ゆ
く
神
々
―
―
』（
信
濃
毎
日
新
聞
社
、
二
○
○
九
）
を
発
表
し
、
第
四

六
回
柳
田
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
本
書
は
、
海
の
な
い
長
野
県
内
に
「
オ
フ
ネ
」
と
呼
ば
れ
る
舟
・
船
の
形
を
模
し
た
出
し
物
が
各
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地
の
祭
礼
に
担
が
れ
曳
か
れ
て
い
る
民
俗
芸
能
に
注
目
し
、
丹
念
な
調
査
研
究
を
も
と
に
、
そ
の
由
来
・
実
態
・
分
布
・
系
譜
・
型

式
な
ど
を
明
ら
か
に
し
、
と
く
に
諏
訪
平
・
松
本
平
を
中
心
に
そ
の
系
譜
と
変
容
に
つ
い
て
解
明
し
て
い
る
。
他
に
も
、
三
田
村
は
、

職
人
の
技
術
伝
承
・
生
業
か
ら
、
近
年
は
山
車
、
神
楽
な
ど
の
民
俗
芸
能
の
分
野
で
活
躍
し
、
着
実
に
成
果
を
あ
げ
続
け
て
い
る
。

　

茂
木
栄
（
國
學
院
大
學
）
は
、「
都
市
化
社
会
に
お
け
る
民
俗
学
の
役
割
―
―
新
聞
の
郷
土
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
世
田
谷
地
区
民
俗
調

査
を
関
わ
ら
せ
て
―
―
」（『
日
本
民
俗
学
』
一
二
一
、
一
九
七
九
）、「
祭
り
と
伝
承
か
ら
み
た
ム
ラ
の
宗
教
空
間
―
―
長
野
県
下
伊
那

郡
天
竜
村
向
方
の
事
例
研
究
―
―
」（『
神
道
宗
教
』
一
一
○
、
一
九
八
三
）、「
民
俗
芸
能
」（『
日
本
民
俗
学
』
一
六
〇
〈
特
集　

日
本
民

俗
学
の
研
究
動
向
（
昭
和
五
八
・
五
九
年
）〉、
一
九
八
五
）、「
祭
り
伝
承
の
持
続
と
変
化
―
―
南
信
濃
遠
山
の
場
合
―
―
」（『
日
本
民
俗
学
』

一
二
五
、
一
九
七
九
）、『
ま
つ
り
伝
承
論
』（
大
明
堂
、
一
九
九
三
）
な
ど
の
成
果
が
あ
る
。
ヤ
マ
の
祭
と
し
て
長
野
県
信
州
遠
山
郷

の
霜
月
祭
、
新
野
の
雪
祭
、
マ
チ
の
祭
と
し
て
東
京
府
中
の
大
國
魂
神
社
の
「
く
ら
や
み
祭
」
や
尾
張
大
國
霊
神
社
の
「
国
府
宮
は

だ
か
祭
」
に
つ
い
て
持
続
と
変
化
に
照
射
し
た
研
究
も
あ
る
。
祭
祀
研
究
・
民
俗
芸
能
の
分
野
で
成
果
を
あ
げ
る
と
と
も
に
、
研
究

成
果
を
映
像
表
現
す
る
た
め
に
祭
り
の
映
画
製
作
を
試
み
る
な
ど
、
活
躍
し
て
い
る
。

　

森
正
康
（
元
松
山
東
雲
短
期
大
学
）
は
、「
宇
和
地
帯
の
隠
居
制
と
位
牌
祭
祀
」（『
日
本
民
俗
学
』
一
六
六
、
一
九
八
六
）
な
ど
が
あ
り
、

四
国
地
方
を
中
心
に
民
間
信
仰
を
調
査
研
究
し
、
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

　

矢
口
裕
康
（
元
宮
崎
女
子
短
期
大
学
）
は
、「
日
向
の
河
童
伝
承
―
―
伝
承
存
在
と
意
識
―
―
」（『
日
本
民
俗
学
』
一
三
三
、
一
九
八
一
）

な
ど
、
昔
話
研
究
、
と
り
わ
け
昔
話
の
語
り
の
場
に
つ
い
て
研
究
成
果
を
残
し
た
。

　

山
本
質
素
（
日
本
大
学
）
は
、「
地
域
と
民
俗
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、「
日
本
民
俗
学
に
お
け
る
『
地
域
』
の
概
念
」（『
城
』
一
、
一

九
七
四
）
に
お
い
て
、
民
俗
事
象
に
存
在
す
る
地
方
差
と
民
俗
を
存
立
さ
せ
る
基
盤
で
あ
る
地
域
社
会
を
考
察
す
る
た
め
に
、「
地
域
」

の
研
究
史
を
ま
と
め
て
い
る
。
地
域
民
俗
学
的
方
法
の
具
体
的
な
手
続
き
と
方
法
、
狭
い
地
域
の
地
域
性
か
ら
出
発
し
て
よ
り
広
い

範
囲
の
地
域
性
を
順
次
に
把
握
し
て
い
く
方
向
が
、
地
域
民
俗
学
の
め
ざ
す
こ
と
で
あ
る
と
提
言
し
た
。「
サ
ワ
の
協
力
と
社
会
生

活
―
―
岩
手
県
江
刺
市
梁
川
東
沢
目
の
地
縁
組
織
―
―
」（『
常
民
文
化
』
四
、
一
九
八
一
）、「
村
制
と
族
制
」（『
日
本
民
俗
学
』
一
二
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四
〈
特
集　

日
本
民
俗
学
の
研
究
動
向
（
昭
和
五
二
・
五
三
年
）〉、
一
九
七
九
）、「
地
域
民
俗
学
」
を
標
榜
し
「
日
本
民
俗
学
に
お
け
る
『
地

域
差
』
と
『
地
域
性
』
概
念
に
つ
い
て
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
五
二
、
一
九
九
三
）、「
位
牌
祭
祀
か
ら
み
た
『
家
』

観
念
と
祖
先
観
―
―
近
代
化
の
過
程
に
お
け
る
変
化
―
―
」（
松
崎
憲
三
編
『
近
代
庶
民
生
活
の
展
開
』
三
一
書
房
、
一
九
九
八
）
な
ど

の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

　

ま
た
、
岩
崎
、
鈴
木
、
松
田
、
山
本
の
四
人
は
伝
承
文
化
研
究
会
を
結
成
し
、
刊
行
さ
れ
た
各
種
の
「
民
俗
誌
」
を
対
象
に
し
て

「
民
俗
調
査
報
告
書
」
と
比
較
分
析
を
試
み
、
民
俗
誌
の
あ
り
方
な
ど
を
検
討
し
た
研
究
成
果
を
共
著
「〈
民
俗
誌
〉
の
系
譜
」（『
日

本
民
俗
学
』
一
一
三
、
一
九
七
七
）
と
し
て
ま
と
め
た
。

３
．
研
究
活
動
の
軌
跡
Ⅱ
―
―
博
士
課
程
前
期
・
博
士
課
程
後
期
（
一
九
八
三
～
）

　

つ
い
で
、
大
学
院
の
改
編
以
降
の
卒
業
生
に
つ
い
て
五
十
音
順
に
紹
介
す
る
。
こ
こ
に
、
登
場
す
る
メ
ン
バ
ー
の
多
く
は
研
究
室

な
ど
で
一
緒
に
勉
学
に
励
ん
だ
経
験
が
な
い
が
、
研
究
活
動
を
介
し
て
交
流
が
あ
る
諸
君
で
あ
る
。

　

秋
山
（
吉
越
）
笑
子
（
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
）
は
、「
笑
祭
に
関
す
る
一
考
察
―
―
山
口
県
防
府
市
小
俣
の
お
笑
い
講
の
事
例

―
―
」（『
常
民
文
化
』
一
一
、
一
九
八
八
）、「
手
賀
沼
に
お
け
る
『
農
漁
村
―
―
『
増
田
実
日
記
』
に
見
る
漁
撈
を
中
心
と
し
て

―
―
」（『
歴
史
と
民
俗
』
三
一
、
二
〇
一
五
）
な
ど
を
発
表
し
て
い
る
。
近
年
は
、
都
市
農
村
低
湿
地
に
お
け
る
生
業
に
つ
い
て
調
査

研
究
し
て
い
る
。

　

岩
崎
竹
彦
（
熊
本
大
学
）
は
、「
フ
ォ
ー
ク
ロ
リ
ズ
ム
か
ら
み
た
節
分
の
巻
ず
し
」（『
日
本
民
俗
学
』
二
三
六
〈
特
集　

フ
ォ
ー
ク
ロ

リ
ズ
ム
〉、
二
○
○
三
）、『
新
時
代
の
博
物
館
学
』（
芙
蓉
書
房
出
版
、
二
○
一
二
）、
編
著
書
『
福
祉
の
た
め
の
民
俗
学
―
―
回
想
法
の

ス
ス
メ
―
―
』（
慶
友
社
、
二
○
○
八
）
な
ど
が
あ
り
、
民
俗
学
と
博
物
館
の
接
点
か
ら
実
績
を
あ
げ
て
い
る
。
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宇
田
哲
雄
（
川
口
市
教
育
委
員
会
）
は
、「
家
格
と
家
例
―
―
埼
玉
県
浦
和
市
大
字
北
原
の
家
例
―
―
」（『
日
本
民
俗
学
』
一
七
六
、

一
九
八
八
）、「
家
例
と
し
て
の
禁
忌
習
俗
の
発
生
」（『
日
本
民
俗
学
』
一
九
一
、
一
九
九
二
）、「
川
口
鋳
物
業
研
究
の
視
点
―
―
産
業

の
近
代
化
と
民
俗
学
―
―
」（『
日
本
民
俗
学
』
二
一
九
、
一
九
九
九
）、「
民
俗
学
に
お
け
る
産
業
研
究
の
沿
革
と
重
要
性
に
つ
い
て
・

産
業
民
俗
論
序
説
」（『
日
本
民
俗
学
』
二
七
八
、
二
〇
一
四
）
な
ど
を
発
表
し
て
い
る
。
最
近
は
、
産
業
民
俗
学
の
分
野
で
成
果
を
出

し
て
い
る
。

　

及
川
祥
平
（
川
村
学
園
女
子
大
学
）
は
、「
武
田
信
玄
祭
祀
史
考
―
―
近
世
・
近
代
を
中
心
に
―
―
」（『
日
本
民
俗
学
』
二
六
八
、
二

○
一
一
）、「
四
十
七
士
の
祭
祀
顕
彰
と
そ
の
教
育
資
源
化
―
―
赤
穂
市
の
状
況
を
中
心
と
し
て
―
―
」（
松
崎
憲
三
編
『
人
神
信
仰
の

歴
史
民
俗
学
的
研
究
』
岩
田
書
院
、
二
○
一
四
）、「
祭
礼
的
な
る
場
に
お
け
る
歴
史
表
象
と
偉
人
表
象
―
―
山
梨
県
下
の
祭
礼
・
イ
ベ

ン
ト
に
お
け
る
状
況
を
中
心
に
―
―
」（『
信
濃
』
六
七
―
一
、
二
○
一
五
）
お
よ
び
『
偉
人
崇
拝
の
民
俗
学
』（
勉
誠
出
版
、
二
○
一
七
）

な
ど
を
発
表
し
て
い
る
。
主
に
、
人
の
神
格
化
の
過
程
や
歴
史
の
表
象
に
照
射
し
た
研
究
を
試
み
、
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
歴
史
上
の
人
物
で
あ
る
武
田
信
玄
、
徳
川
家
康
、
楠
正
成
ら
が
共
同
体
の
記
憶
の
中
で
、
地
元
の
英
雄
と
し
て
、
あ
る
い
は
神

と
し
て
立
ち
現
れ
る
場
面
を
注
視
し
、
そ
こ
か
ら
地
元
の
人
び
と
が
彼
ら
に
何
か
を
託
し
な
が
ら
、
伝
説
化
し
て
い
く
過
程
の
解
明

を
試
み
る
。
同
時
に
、
彼
ら
を
祀
る
神
社
、
史
蹟
、
祭
礼
な
ど
も
丹
念
に
検
証
し
て
い
る
。
今
後
は
、
新
し
い
分
野
で
の
活
躍
に
期

待
し
た
い
。

　

大
崎
茅
（
朝
霞
市
博
物
館
）
は
、「
個
人
の
日
常
的
つ
き
あ
い
関
係
に
つ
い
て
―
―
埼
玉
県
比
企
郡
小
川
町
下
里
島
根
在
住
の
一
話

者
に
よ
る
記
録
の
分
析
を
通
し
て
―
―
」（『
常
民
文
化
』
一
一
、
一
九
八
八
）
な
ど
の
成
果
が
あ
る
。
博
物
館
に
お
い
て
調
査
研
究
を

続
け
て
い
る
。

　

大
月
隆
寛
（
札
幌
国
際
大
学
）
は
、「
常
民
・
民
俗
・
伝
承
―
―
開
か
れ
た
民
俗
学
へ
向
け
て
の
理
論
的
考
察
②
―
―
」（『
常
民
文
化
』

九
、
一
九
八
六
）、『
民
俗
学
と
い
う
不
幸
』（
青
弓
社
、
一
九
九
二
）
な
ど
が
あ
り
、
民
俗
学
に
対
し
て
批
判
的
な
厳
し
い
辛
口
の
評

価
を
し
つ
つ
、
同
時
に
民
俗
学
界
へ
問
題
提
起
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。
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大
野
一
郎
（
厚
木
市
郷
土
資
料
館
）
は
、「
今
、
両
墓
制
と
は
何
か
―
―
そ
の
存
続
・
消
滅
を
フ
ィ
ー
ル
ド
で
考
え
る
―
―
」（『
常

民
文
化
』
八
、
一
九
八
五
）
な
ど
の
成
果
が
あ
る
。
博
物
館
で
は
民
俗
を
テ
ー
マ
に
し
た
展
示
や
講
座
な
ど
で
活
躍
す
る
い
っ
ぽ
う
で
、

民
俗
の
調
査
研
究
を
続
け
て
い
る
。

　

小
川
徹
太
郎
（
一
九
五
八
～
二
〇
〇
三
）
は
、
現
代
民
俗
学
の
先
駆
者
で
あ
っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
志
半
ば
で
急
逝
し
た
の
は
惜

し
ま
れ
る
。
研
究
成
果
は
、『
越
境
と
抵
抗
―
―
海
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
再
考
―
―
』（
新
評
論
、
二
○
○
六
）
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
。

　

亀
井
好
恵
（
元
武
蔵
野
美
術
大
学
非
常
勤
講
師
）
は
、
女
性
の
眼
か
ら
著
し
た
『
女
子
プ
ロ
レ
ス
民
俗
誌
―
―
物
語
の
は
じ
ま
り

―
―
』（
雄
山
閣
出
版
、
二
○
○
○
）
や
女
相
撲
を
対
象
に
し
た
『
女
相
撲
民
俗
誌
―
―
越
境
す
る
芸
能
―
―
』（
慶
友
社
、
二
○
一
二
）

な
ど
の
ユ
ニ
ー
ク
な
成
果
が
あ
る
。
と
く
に
、
女
相
撲
に
つ
い
て
、
各
地
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
女
相
撲
の
諸
相
を
渉
猟
し
、
し
か
も

「
隠
れ
た
」
女
の
大
力
信
仰
を
民
俗
学
的
視
点
か
ら
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
本
来
な
ら
ば
、
男
性
が
お
こ
な
う
相
撲
や
プ
ロ
レ
ス

を
女
性
が
お
こ
な
う
点
、
す
な
わ
ち
越
境
す
る
点
に
注
目
し
、
し
か
も
丹
念
な
民
俗
調
査
を
基
底
に
し
て
、
女
性
の
眼
を
透
し
て
比

較
分
析
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
、「
雨
乞
女
相
撲
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
―
信
仰
と
娯
楽
の
あ
わ
い
に
在
る
も
の
―
―
」（『
日
本

民
俗
学
』
二
五
一
、
二
○
○
七
）
な
ど
が
あ
る
。

　

小
泉
凡
（
島
根
県
立
大
学
短
期
大
学
部
）
は
、「
境
界
の
神
―
―
日
本
人
の
病
理
観
か
ら
―
―
」（『
日
本
民
俗
学
』
一
五
九
、
一
九
八
五
）

な
ど
を
発
表
し
て
い
る
。
と
く
に
、『
民
俗
学
者
・
小
泉
八
雲
―
―
日
本
時
代
の
活
動
か
ら
―
―
』（
恒
文
社
、
一
九
九
五
）
で
は
、

一
八
九
〇
（
明
治
二
十
三
）
年
に
来
日
し
た
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
（
小
泉
八
雲
）
が
文
学
者
と
み
ら
れ
、
日
本
民
俗
学
の
発
展
に

寄
与
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
民
俗
学
者
と
し
て
は
評
価
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
言
及
し
、
ハ
ー
ン
を
曽
祖
父
に
持
つ
小
泉

が
、
民
俗
学
的
な
業
績
な
ど
を
日
本
民
俗
学
の
視
点
か
ら
文
献
資
料
な
ど
も
駆
使
し
て
捉
え
直
し
た
。
そ
の
結
果
、
ハ
ー
ン
を
日
本

民
俗
学
の
分
野
に
、
同
時
に
民
俗
学
者
と
し
て
も
位
置
付
け
た
論
考
で
あ
る
。　

　

越
川
次
郎
（
中
部
大
学
准
教
授
）
は
、「
家
伝
薬
の
諸
相
と
そ
の
変
容
―
―
大
雄
山
最
乗
寺
の
『
大
雄
丸
』
を
事
例
と
し
て
―
―
」（『
民
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俗
学
論
叢
』
一
四
、
一
九
九
九
）、「『
日
朝
さ
ん
』
の
信
仰
と
目
薬
―
―
あ
る
民
間
療
法
の
現
在
に
つ
い
て
―
―
」（『
常
民
文
化
』
二
三
、

二
○
○
○
）、「
病
と
通
過
儀
礼
」（
谷
口
貢
・
板
橋
春
夫
編
著
『
日
本
人
の
一
生
』
八
千
代
出
版
、
二
○
一
四
）
な
ど
の
成
果
が
あ
り
、「
薬

と
信
仰
―
―
身
延
日
蓮
宗
寺
院
の
諸
薬
と
そ
の
法
的
規
制
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」（『
日
本
民
俗
学
』
二
二
二
、
二
○
○
○
）
で
は
、
第
二

一
回
日
本
民
俗
学
会
研
究
奨
励
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
越
川
は
、
民
間
療
法
の
分
野
、
と
り
わ
け
「
民
間
薬
」
の
研
究
で
卓
越
し
た

成
果
を
あ
げ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

今
野
大
輔
は
、「『
癩
病
』
を
取
り
巻
く
視
線
―
―
ハ
ン
セ
ン
病
の
民
俗
学
的
研
究
の
可
能
性
―
―
」（『
常
民
文
化
』
二
九
、
二
○
○

六
）
が
あ
り
、「
ハ
ン
セ
ン
病
差
別
の
民
俗
学
的
研
究
に
向
け
て
」（『
日
本
民
俗
学
』
二
五
六
、
二
○
○
八
）
で
は
、
第
二
九
回
日
本

民
俗
学
会
研
究
奨
励
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
一
連
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
た
『
ハ
ン
セ
ン
病
と
民
俗
学
』（
皓
星
社
、

二
○
一
四
）
は
、
医
療
民
俗
学
（
民
間
医
療
）
の
分
野
に
新
し
い
可
能
性
を
開
拓
す
る
と
と
も
に
、
現
在
ま
で
タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
い

た
ハ
ン
セ
ン
病
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
貴
重
な
業
績
で
あ
る
。

　

金
野
啓
史
（
日
野
市
立
新
選
組
の
ふ
る
さ
と
歴
史
館
）
は
、「
唐
桑
の
ハ
ヤ
マ
信
仰
」（『
常
民
文
化
』
一
三
、
一
九
九
〇
）、「
子
安
信

仰
の
一
考
察
―
―
福
島
県
大
沼
郡
金
山
町
大
志
の
事
例
か
ら
―
―
」（『
日
本
民
俗
学
』
二
○
五
、
一
九
九
六
）、「
小
宮
と
祝
神
の
御
柱

祭
―
―
諏
訪
地
方
南
部
（
茅
野
市
・
富
士
見
町
）
の
事
例
か
ら
―
―
」（
松
崎
憲
三
編
『
諏
訪
系
神
社
の
御
柱
祭
―
―
式
年
祭
の
歴
史
民
俗

学
的
研
究
―
―
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
七
）
な
ど
の
研
究
成
果
が
あ
る
。
現
在
、
博
物
館
に
お
い
て
調
査
研
究
を
続
け
、
活
躍
中
で
あ
る
。

　

蔡
文
高
（
元
神
奈
川
大
学
）
は
、「
中
国
福
建
省
西
部
客
家
の
婚
姻
習
俗
」（『
常
民
文
化
』
一
八
、
一
九
九
五
）
な
ど
が
あ
り
、
と
く

に
「
福
建
省
西
部
地
域
の
洗
骨
改
葬
―
―
沖
縄
と
の
若
干
の
比
較
も
か
ね
て
―
―
」（『
比
較
民
俗
研
究
』
一
三
、
一
九
九
六
）
で
は
、

第
一
七
回
日
本
民
俗
学
会
研
究
奨
励
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
一
連
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
た
『
洗
骨
改
葬
の
比
較
民
俗
学
的
研
究
』（
岩

田
書
院
、
二
○
○
四
）
も
あ
る
が
、
二
○
一
四
年
に
急
逝
し
た
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
。

　

佐
藤
智
敬
（
府
中
市
郷
土
の
森
博
物
館
）
は
、「
神
社
由
緒
と
伝
説
解
釈
―
―
茨
城
県
の
源
頼
義
・
義
家
伝
説
の
記
述
の
変
化
を
通

し
て
―
―
」（『
常
民
文
化
』
二
一
、
一
九
九
八
）、「『
日
先
』
神
社
と
摩
利
支
天
の
伝
承
」（『
常
民
文
化
』
二
五
、
二
○
○
二
）、「
五
島
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列
島
・
椛
島
に
お
け
る
点
在
集
落
の
歴
史
―
―
脱
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
史
の
視
点
―
―
」（『
常
民
文
化
』
二
六
、
二
○
○
三
）、「
五
島

列
島
・
椛
島
の
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
御
帳
箱
―
―
大
小
顛
末
福
文
書
の
分
析
を
通
し
て
―
―
」（『
常
民
文
化
』
二
七
、
二
○
○
四
）
な

ど
を
発
表
し
て
お
り
、
現
在
は
博
物
館
に
お
い
て
調
査
研
究
を
実
施
し
て
い
る
。

　

猿
渡
土
貴
（
江
戸
川
大
学
非
常
勤
講
師
）
は
、「
山
中
明
神
安
産
祭
り
の
素
描
」（『
常
民
文
化
』
一
九
、
一
九
九
六
）、「
近
・
現
代
に

お
け
る
胞
衣
処
理
習
俗
の
変
化
―
胞
衣
取
扱
業
者
の
動
向
を
め
ぐ
っ
て
ー
」（『
日
本
民
俗
学
』
二
二
六
、
二
○
○
一
）、「
現
代
の
出
産

と
エ
ナ
観
を
捉
え
る
試
み
と
し
て
―
―
東
京
都
目
黒
区
在
住
の
女
性
た
ち
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
よ
り
―
―
」（『
日
本

民
俗
学
』
二
三
二
〈
特
集　

出
産
と
生
命
〉、
二
○
○
二
）、「
エ
ナ
処
理
習
俗
の
消
失
過
程
―
―
『
子
産
み
』
の
今
昔
―
―
」（『
家
庭
生

活
の
一
○
○
年
』
生
活
学
二
七
冊
、
ド
メ
ス
出
版
、
二
○
〇
三
）、「
婚
姻
と
出
産
・
子
育
て
の
民
俗
」（
谷
口
貢
・
松
崎
憲
三
編
著
『
民
俗

学
講
義
』
八
千
代
出
版
、
二
○
○
六
）、「
子
ど
も
の
成
長
」（
谷
口
貢
・
板
橋
春
夫
編
『
日
本
人
の
一
生
』
八
千
代
出
版
、
二
〇
一
四
）
な

ど
を
発
表
し
て
い
る
。
と
く
に
、
エ
ナ
に
関
す
る
研
究
で
は
、
優
れ
た
研
究
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

　

渋
谷
研
（
大
妻
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
）
は
、「
沖
縄
の
冥
界
婚
（
グ
ソ
ー
ヌ
ニ
ー
ビ
チ
）
か
ら
み
る
女
性
の
地
位
―
―
家
、
門
中
の

帰
属
を
中
心
に
―
―
」（『
常
民
文
化
』
一
六
、
一
九
九
三
）、「
沖
縄
に
お
け
る
ノ
ロ
と
ユ
タ
―
―
憑
依
と
相
関
関
係
の
問
題
を
中
心
に

―
―
」（『
日
本
民
俗
学
』
一
八
六
、
一
九
九
一
）
な
ど
、
沖
縄
研
究
で
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

　

髙
木
大
祐
（
我
孫
子
市
杉
村
楚
人
冠
記
念
館
）
は
、「
漁
業
と
供
養
―
―
東
北
地
方
の
鮭
供
養
を
事
例
と
し
て
―
―
」（『
日
本
民
俗
学
』

二
四
八
、
二
○
○
六
）
な
ど
を
発
表
し
、『
動
植
物
供
養
と
現
世
利
益
の
信
仰
論
』（
慶
友
社
、
二
〇
一
四
）
で
は
、
動
植
物
の
供
養
に

視
点
を
あ
て
た
卓
越
し
た
研
究
成
果
を
あ
げ
て
お
り
、
今
後
の
活
躍
に
期
待
し
た
い
。

　

竹
内
由
紀
子
（
愛
国
学
園
短
期
大
学
）
は
、「『
食
習
調
査
』
成
果
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
常
民
文
化
』
一
四
、
一
九
九
一
）、「
重

層
す
る
食
生
活
―
―
新
潟
県
北
部
一
農
村
の
「
ゴ
ッ
ツ
ォ
」
を
事
例
に
―
―
」（『
常
民
文
化
』
一
六
、
一
九
九
三
）
な
ど
を
発
表
し
、

食
習
の
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
。

　

新
垣
智
子
は
、「
沖
縄
の
柴
差
行
事
―
―
そ
の
変
遷
に
関
す
る
一
考
察
―
―
」（『
常
民
文
化
』
一
五
、
一
九
九
二
）、「
沖
縄
に
お
け
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る
女
性
の
集
団
帰
属
を
め
ぐ
っ
て
」（『
常
民
文
化
』
一
六
、
一
九
九
三
）
な
ど
、
祭
祀
や
女
性
を
テ
ー
マ
に
沖
縄
に
根
ざ
し
た
調
査
研

究
を
行
っ
て
い
る
。

　

前
田
俊
一
郎
（
文
化
庁
）
は
、「
村
落
社
会
に
お
け
る
墓
の
機
能
と
意
味
―
―
山
梨
県
鳴
沢
村
大
田
和
の
墓
制
と
同
族
祭
祀
の
相

関
か
ら
―
―
」（『
日
本
民
俗
学
』
二
○
四
、
一
九
九
五
）、「
両
墓
制
の
誕
生
と
そ
の
後
―
―
明
治
期
に
成
立
し
た
両
墓
制
を
考
え
る

―
―
」（『
常
民
文
化
』
一
九
、
一
九
九
六
）、「
両
墓
制
の
再
検
討
―
―
近
代
に
成
立
し
た
両
墓
制
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」（『
日
本
民
俗
学
』

二
二
五
、
二
○
○
一
）、「
加
賀
藩
祖
前
田
利
家
の
人
神
化
と
祭
祀
―
―
藩
祖
信
仰
の
民
俗
学
的
検
討
―
―
」（
松
崎
憲
三
編
『
人
神
信
仰

の
歴
史
民
俗
学
的
研
究
』
岩
田
書
院
、
二
○
一
四
）、「『
生
』
と
『
死
』
に
向
か
う
人
生
儀
礼
研
究
」（『
日
本
民
俗
学
』
二
六
二
〈
特
集　

日
本
民
俗
学
の
研
究
動
向
〈
二
〇
〇
六
～
二
〇
〇
八
〉、
二
○
一
〇
）
な
ど
多
数
の
成
果
を
あ
げ
て
お
り
、「
近
代
の
神
葬
祭
化
と
葬
墓
制

の
変
容
―
―
河
口
湖
町
河
口
の
事
例
か
ら
―
―
」（
松
崎
憲
三
編
『
近
代
庶
民
生
活
の
展
開
』
三
一
書
房
、
一
九
九
八
）
で
は
、
第
一
九

回
日
本
民
俗
学
会
研
究
奨
励
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
連
の
成
果
を
ま
と
め
た
『
墓
制
の
民
俗
学
―
―
死
者
儀
礼
の
近
代

―
―
』（
岩
田
書
院
、
二
○
一
○
）
で
は
、
近
代
に
な
っ
て
は
じ
め
て
共
同
墓
地
、
成
立
年
代
が
異
な
る
墓
地
が
併
存
し
た
ま
ま
、
埋

葬
や
造
墓
と
い
っ
た
慣
行
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
て
い
る
背
景
に
、
近
代
の
墓
地
政
策
が
も
た
ら
し
た
民
俗
変
化
が
み
ら
れ
る
点
に
注

目
し
、
こ
の
よ
う
な
墓
地
を
め
ぐ
る
同
じ
状
況
が
全
国
的
に
見
ら
れ
た
こ
と
を
推
察
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
前
田
が
鋭
く
指
摘

し
て
い
る
よ
う
に
日
本
民
俗
学
界
で
は
民
俗
の
変
化
・
変
容
と
い
う
視
点
か
ら
漠
然
と
認
識
さ
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の

実
態
に
つ
い
て
は
詳
細
に
調
査
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
各
地
の
葬
制
・
墓
制
が
明
治
初
年
に
定
め
ら
れ
た
法
制
度
に

規
制
を
受
け
て
き
た
こ
と
に
注
目
し
、
そ
う
し
た
先
行
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
丹
念
な
民
俗
調
査
や
文
書
資
料
に
よ
っ
て
、
規
範
と
習

俗
の
関
係
、
複
雑
な
様
相
、
死
者
儀
礼
の
様
相
を
解
明
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
前
代
を
意
識
し
な
が
ら
「
生
活
文
化
の
変
遷
」
を

明
ら
か
に
す
る
研
究
の
意
義
が
認
め
ら
れ
る
。
今
後
の
研
究
活
動
に
つ
い
て
は
、
一
層
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。　

　

松
崎
か
お
り
（
青
山
学
院
大
学
兼
任
講
師
）
は
、「
女
性
の
積
み
立
て
頼
母
子
講
に
つ
い
て
―
―
輪
島
市
河
井
町
・
輪
島
崎
町
を
事

例
と
し
て
―
―
」（『
常
民
文
化
』
一
六
、
一
九
九
三
）、「
ジ
シ
ン
ル
イ
の
結
合
形
態
と
そ
の
変
容
―
―
神
奈
川
県
秦
野
市
堀
山
下
を
事
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例
と
し
て
―
―
」（『
日
本
民
俗
学
』
一
八
二
、
一
九
九
〇
）、「
経
済
的
講
の
再
検
討
―
―
『
輪
島
塗
り
』
漆
器
業
者
の
頼
母
子
講
分
析

を
通
し
て
―
―
」（『
日
本
民
俗
学
』
一
九
三
、
一
九
九
三
）、「
社
会
―
―
人
々
の
つ
な
が
り
を
問
い
直
す
視
点
―
―
」（『
日
本
民
俗
学
』

二
三
九
〈
特
集　

日
本
民
俗
学
の
研
究
動
向
〈
二
〇
〇
〇
～
二
〇
〇
二
〉、
二
○
○
四
）、「《
夜
、
爪
を
切
っ
て
は
な
ら
な
い
》
と
い
う
禁

忌
―
―
」（
大
島
建
彦
編
『
民
俗
の
か
た
ち
と
こ
こ
ろ
』
岩
田
書
院
、
二
○
○
二
）
な
ど
の
研
究
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
と
く
に
経
済
的

な
講
、
ジ
シ
ン
ル
イ
（
地
類
・
地
親
類
）
な
ど
を
対
象
に
し
て
社
会
生
活
や
経
済
生
活
の
解
明
を
試
み
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
、〈
女

性
の
視
点
〉
か
ら
の
民
俗
研
究
に
期
待
し
た
い
。　　

　

松
田
睦
彦
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）
は
、「
瀬
戸
内
海
島
嶼
部
の
出
稼
ぎ
―
―
研
究
史
の
整
理
と
若
干
の
提
言
―
―
」（『
民
俗
学

研
究
所
紀
要
』
二
七
、
二
○
○
三
）
な
ど
が
あ
り
、「
瀬
戸
内
海
島
嶼
部
の
生
業
に
お
け
る
タ
ビ
の
位
置
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研

究
報
告
』
一
三
六
、
二
○
○
七
）
で
は
第
二
八
回
日
本
民
俗
学
会
研
究
奨
励
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。『
人
の
移
動
の
民
俗
学
』　
（
慶
友
社
、

二
○
一
○
）
は
、
ヒ
ト
の
移
動
が
も
た
ら
す
農
民
生
活
へ
の
考
察
を
試
み
た
ユ
ニ
ー
ク
な
研
究
成
果
で
あ
る
。

　

丸
谷
仁
美
（
秋
田
県
立
博
物
館
）
は
、「
女
人
講
の
組
織
と
そ
の
変
遷
―
―
千
葉
県
香
取
郡
大
栄
町
一
坪
田
の
事
例
を
中
心
に

―
―
」（『
常
民
文
化
』
二
○
、
一
九
九
七
）、「
利
根
川
下
流
域
の
女
人
講
―
―
観
音
巡
行
・
巡
拝
習
俗
を
中
心
に
―
―
」（『
日
本
民
俗
学
』

二
○
六
、
一
九
九
六
）
な
ど
の
成
果
が
あ
る
。
近
年
は
、
博
物
館
を
中
心
に
調
査
研
究
を
実
施
し
て
い
る
。

　

美
甘
由
紀
子
（
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
）
は
、「
大
根
を
め
ぐ
る
民
俗
―
―
ハ
レ
の
日
で
の
使
わ
れ
方
を
中
心
に
―
―
」（『
常
民
文
化
』

二
一
、
一
九
九
八
）
な
ど
が
あ
り
、
博
物
館
を
中
心
に
調
査
研
究
を
し
て
い
る
。

　

村
尾
美
江
（
成
城
大
学
非
常
勤
講
師
）
に
は
、「
神
前
結
婚
式
と
『
水
嶋
流
』
の
影
響
」（『
常
民
文
化
』
二
八
、
二
○
〇
五
）、「
婚
姻

儀
礼
に
み
る
『
礼
法
』
の
影
響
―
―
夫
婦
盃
の
変
遷
の
分
析
か
ら
―
―
」（『
日
本
民
俗
学
』
二
三
五
、
二
○
○
三
）、「
水
引
の
製
造
を

め
ぐ
っ
て
―
―
長
野
県
飯
田
市
の
事
例
か
ら
―
―
」（『
民
俗
学
研
究
所
紀
要
』
三
一
、
二
○
○
七
）
な
ど
の
研
究
成
果
が
あ
り
、
従
来

の
民
俗
学
で
は
婚
姻
儀
礼
に
お
い
て
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

　

森
田
真
也
（
筑
紫
女
学
園
大
学
）
に
は
、「
一
九
九
〇
年
の
イ
ザ
イ
ホ
ー
―
―
久
高
島
の
イ
ザ
イ
ホ
ー
中
止
に
関
す
る
報
告
―
―
」（『
常



119　成城民俗学の系譜～卒業生編～

民
文
化
』
一
五
、
一
九
九
二
）、「
沖
縄
久
高
島
の
巡
拝
儀
礼
と
穀
物
起
源
説
話
―
―
ウ
プ
ヌ
シ
ガ
ナ
シ
ヌ
ウ
ガ
ン
タ
テ
と
ウ
ブ
ク
イ

―
―
」（『
常
民
文
化
』
一
六
、
一
九
九
三
）、「
観
光
と
『
伝
統
文
化
』
の
意
識
化
―
―
沖
縄
県
竹
富
島
の
事
例
か
ら
―
―
」（『
日
本
民

俗
学
』
二
○
九
、
一
九
九
七
）、「
家
を
守
護
す
る
女
性
た
ち
―
―
沖
縄
久
高
島
の
神
役
と
家
祭
祀
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」（『
日
本
民
俗
学
』

二
一
七
、
一
九
九
九
）、「
フ
ォ
ー
ク
ロ
リ
ズ
ム
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
―
―
民
俗
学
に
お
け
る
観
光
研
究
―
―
」（『
日
本
民
俗
学
』
二
三
六
〈
特

集　

フ
ォ
ー
ク
ロ
リ
ズ
ム
〉、
二
○
○
三
）
な
ど
、
沖
縄
を
中
心
に
研
究
成
果
を
出
し
て
い
る
。

　

八
木
橋
伸
浩
（
玉
川
大
学
）
に
は
、「
近
世
後
期
の
香
具
師
集
団
―
―
秩
父
商
栄
組
合
（
埼
玉
県
秩
父
市
）
所
蔵
文
書
か
ら
―
―
」（『
常

民
文
化
』
一
二
、
一
九
八
九
）、「
現
代
社
会
と
都
市
の
民
俗
」（『
日
本
民
俗
学
』
二
二
七
〈
特
集　

日
本
民
俗
学
の
研
究
動
向
（
一
九
九
七

～
一
九
九
九
）〉、
二
○
○
一
）、「
共
同
幻
想
の
喪
失
と
『
個
』
へ
の
対
応
」（『
日
本
民
俗
学
』
二
五
三
、
二
○
○
八
）
な
ど
、
都
市
民
俗

学
の
分
野
で
研
究
成
果
を
出
し
て
い
る
。

　

吉
原
睦
（
倉
敷
市
教
育
委
員
会
）
は
、「
男
女
別
複
檀
家
制
の
基
礎
的
研
究
―
―
柏
市
周
辺
地
域
の
事
例
か
ら
―
―
」（『
日
本
民
俗
学
』

二
○
一
、
一
九
九
五
）、「〈
二
重
の
檀
家
慣
行
〉
に
関
す
る
一
考
察
―
―
埼
玉
県
宮
代
町
の
事
例
か
ら
―
―
」（『
日
本
民
俗
学
』
二
二
一
、

二
○
○
○
）、「
近
世
檀
家
制
度
の
民
俗
学
的
考
察
―
―
「
一
家
一
寺
原
則
」
の
有
無
に
つ
い
て
―
―
」（『
民
俗
学
論
叢
』
一
五
、
二
○

○
○
）
な
ど
、
男
女
別
複
檀
家
を
は
じ
め
と
す
る
檀
家
制
度
に
つ
い
て
研
究
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
現
在
は
、
岡
山
県
を
中
心
に
調

査
研
究
に
取
組
ん
で
い
る
。

　

こ
こ
に
紹
介
し
て
き
た
多
く
の
卒
業
生
は
、
一
九
七
三
（
昭
和
四
八
）
年
に
開
設
さ
れ
、
柳
田
國
男
の
遺
志
に
基
づ
き
、
沖
縄
研

究
の
継
続
、「
南
島
研
究
」
の
推
進
を
め
ざ
し
た
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
の
研
究
員
、
研
究
生
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
「
民
間

信
仰
の
調
査
研
究
」（
一
九
七
七
～
七
九
年
）、「
山
村
生
活
五
〇
年　

そ
の
文
化
変
化
の
研
究
」（
一
九
八
四
～
八
六
年
）、「
山
村
生
活

五
〇
年　

そ
の
文
化
変
化
の
研
究
の
追
跡
調
査
」（
一
九
八
七
～
八
八
年
）
等
に
参
加
す
る
機
会
を
あ
た
え
ら
れ
、
実
績
を
あ
げ
る
出

発
点
と
な
っ
て
い
る
。
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ま
た
、
日
本
常
民
文
化
専
攻
課
程
か
ら
「
日
本
民
俗
学
会
研
究
奨
励
賞
」
の
受
賞
者
を
八
名
も
輩
出
し
、
い
っ
ぽ
う
で
学
位
の
取

得
者
も
順
調
に
増
え
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
い
っ
そ
う
民
俗
学
の
調
査
研
究
に
勤
し
み
、「
成
城
民
俗
学
」
を
発
展
さ
せ
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

以
上
、
な
る
べ
く
多
く
の
卒
業
生
を
中
心
に
研
究
動
向
の
紹
介
を
試
み
た
が
、
か
な
ら
ず
し
も
そ
の
研
究
動
向
を
十
分
に
紹
介
す

る
使
命
が
果
た
せ
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
合
原
香
須
美
、
荒
一
能
、
宇
野
正
人
（
元
江
戸
川
大
学
）、
沖
田
憲
（
武

蔵
野
美
術
大
学
美
術
館
・
図
書
館
）、
黒
川
敏
彦
（
藤
沢
市
教
育
委
員
会
）、
小
島
清
志
、
渋
谷
卓
男
（
川
崎
市
立
日
本
民
家
園
）、
杉
山
博

文
（
元
岐
阜
女
子
大
学
）、
瀬
川
渉
（
横
須
賀
市
自
然
・
人
文
博
物
館
）、
高
見
寛
孝
（
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
）、
西
海
賢
二
、
林
（
竹

内
）
祥
子
、
林
洋
平
（
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
）、
丸
尾
依
子
（
山
梨
県
立
博
物
館
）、
三
田
村
成
孝
、
宮
平
実
、
三
倉
俊
一
、
山
口

拡
（
福
島
県
立
博
物
館
）、
吉
田
純
子
（
文
化
庁
）、
故
重
久
武
志
、
故
吉
田
（
舘
野
）
み
ど
り
等
を
取
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

の
で
、
今
後
の
機
会
に
譲
り
た
い
。

お
わ
り
に

「
成
城
民
俗
学
」
と
は
何
か
、
と
い
う
こ
と
を
希
求
し
て
い
た
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
松
崎
憲
三
氏
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
的

確
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

「
民
俗
学
の
分
野
に
限
っ
て
言
え
ば
、
祭
り
・
行
事
、
民
俗
信
仰
、
女
性
研
究
の
分
野
、
さ
ら
に
は
沖
縄
研
究
を
中
心
に
実
証
的

研
究
を
積
み
重
ね
、
多
く
の
成
果
を
残
し
て
き
た
。
沖
縄
研
究
と
は
や
や
疎
遠
と
な
っ
た
が
、
成
城
民
俗
学
の
中
心
は
何
と
い
っ
て

も
、
祭
り
・
行
事
、
民
俗
信
仰
の
研
究
で
あ
り
、
こ
の
点
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、「
山
村
手
帖
」、「
沿
海
採
集
手
帖
」
等

を
も
と
に
、
定
点
観
測
を
重
ね
、
そ
の
後
の
変
化
を
辿
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
は
定
着
し
て
お
り
、
こ
れ
も
成
城
民
俗
学
の
一
つ
の
特

徴
と
し
て
発
展
的
に
継
承
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る（

８
）」。
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ま
さ
に
正
鵠
を
射
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
大
藤
時
彦
、
鎌
田
久
子
、
堀
一
郎
、
平
山
敏
治
郎
、
田
中
宣
一
、
松
崎

憲
三
の
先
生
方
の
間
に
、
成
城
民
俗
学
に
対
す
る
共
通
の
理
念
が
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
こ
と
の
証
と
な
っ
て
い
る
。
同
時
に
、

こ
の
よ
う
な
「
成
城
民
俗
学
」
の
系
譜
は
、
前
述
し
て
き
た
卒
業
生
の
研
究
成
果
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

筆
者
は
民
俗
学
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
調
査
研
究
を
実
践
し
て
き
た
の
か
。
明
快
に
規
定
す
る
な
ら
ば
、
民
俗
学
と
は
「
民
間
伝

承
を
通
し
て
生
活
変
遷
の
跡
を
尋
ね
、
民
族
文
化
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
る
学
問（

９
）」

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

さ
ら
に
踏
み
込
む
な
ら
ば
、
柳
田
國
男
の
日
本
民
俗
学
は
小
さ
な
民
俗
の
伝
承
の
中
に
過
去
の
生
活
の
痕
跡
を
見
い
だ
し
、
人
び

と
の
生
活
変
遷
史
を
再
構
成
す
る
広
義
の
歴
史
学
と
し
て
の
民
俗
学
を
提
唱
し
た）

（1
（

こ
と
を
踏
ま
え
て
、
日
本
民
俗
学
を
「
伝
承
分
析

学
」traditionology

と
し
、「
変
遷
論
」
と
「
伝
承
論
」
と
を
持
つ
の
が
特
徴
で
あ
り
、
基
本
的
な
方
法
は
比
較
研
究
法
で
あ
る）

（（
（

と

す
る
新
谷
尚
紀
氏
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
同
調
で
き
る
。

　

ま
た
、
民
俗
学
に
は
歴
史
的
関
心
に
基
づ
く
方
法
（
歴
史
民
俗
学
）
と
、
現
在
的
関
心
に
基
づ
く
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法
（
現
代
民
俗

学
）
と
の
二
つ
が
あ
り
、
前
者
は
歴
史
的
世
界
を
認
識
す
る
た
め
に
現
在
の
民
俗
を
調
査
・
研
究
対
象
と
し
、
後
者
は
現
在
を
理
解

す
る
前
提
と
し
て
、
歴
史
的
世
界
の
把
握
を
不
可
欠
な
も
の
と
し
て
い
る）

（1
（

と
い
う
松
崎
憲
三
氏
の
研
究
方
法
に
も
基
本
的
に
同
意
で

き
る
。
さ
ら
に
、
ど
ち
ら
の
方
法
を
選
択
す
る
か
は
自
由
で
、
ど
ち
ら
を
選
択
し
て
も
結
果
を
出
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
指
摘
し

て
お
り
、
民
俗
学
の
目
的
と
方
法
に
対
し
て
柔
軟
な
姿
勢
で
向
い
合
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
考
え
方
は
、
基
本
的
に
は
柳

田
國
男
が
め
ざ
し
た
民
俗
学
を
継
承
し
て
お
り
、
ま
さ
に
「
成
城
民
俗
学
」
の
学
風
を
言
い
表
わ
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

こ
う
し
た
民
俗
学
の
目
的
と
方
法
に
対
す
る
理
念
に
は
、
基
本
的
に
は
賛
同
し
て
い
る
が
、
若
干
、
踏
み
込
ん
で
考
え
る
な
ら
ば
、

た
と
え
ば
研
究
対
象
と
な
る
資
料
に
は
民
俗
資
料
（
伝
承
資
料
）
と
歴
史
資
料
（
文
書
資
料
）、
研
究
法
に
は
比
較
研
究
法
と
個
別
分

析
法
、
民
俗
調
査
法
に
は
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ブ
な
調
査
と
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
な
調
査
、
さ
ら
に
地
域
性
（
空
間
）
と
歴
史
性
（
時
間
）
な

ど
が
あ
る
が
、
ど
ち
ら
か
い
っ
ぽ
う
を
選
択
す
る
の
で
は
な
く
、
研
究
テ
ー
マ
（
課
題
）
に
応
じ
て
適
切
な
ア
プ
ロ
ー
チ
法
や
研
究

方
法
を
選
択
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
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ま
た
、
今
後
の
課
題
と
し
て
現
在
ま
で
に
蓄
積
さ
れ
た
厖
大
な
「
民
俗
語
彙
」、「
民
俗
調
査
報
告
書
」（「
民
俗
誌
」）
な
ど
、
い

わ
ゆ
る
民
俗
資
料
（
ロ
ウ
・
デ
ー
タ
）
を
捨
象
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
活
用
す
る
の
か
。
活
用
す
る
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
に
活
用
し

て
い
く
の
か
、
な
ど
を
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
問
題
提
起
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
機
会
が
あ
れ
ば
言

及
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

最
後
に
、「
成
城
民
俗
学
」
の
課
題
と
し
て
、
柳
田
國
男
＝
柳
田
民
俗
学
の
厖
大
な
実
績
に
つ
い
て
批
判
的
に
捉
え
る
だ
け
は
な
く
、

真
摯
に
対
峙
し
て
、
検
証
あ
る
い
は
論
証
す
る
こ
と
が
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
、
今
後
に
期
待
し
た
い
。

　

い
つ
か
は
成
城
の
卒
業
生
が
母
校
の
教
壇
に
立
っ
て
、
こ
の
「
成
城
民
俗
学
」
を
次
世
代
へ
と
継
続
さ
せ
て
い
く
使
命
を
担
い
、

発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

註

　
（
1
）　

堀
川
直
義
「
創
刊
に
よ
せ
て
―
―
統
合
・
分
散
・
協
力
の
弁
証
法
―
―
」『
常
民
文
化
』
創
刊
号
、
一
九
七
七
、
ⅰ
～
ⅲ
頁
。

　
（
2
）　

そ
の
他
に
、「
日
本
仏
教
史
特
殊
講
義
」（
教
授　

上
原
和
）［
美
術
よ
り
見
た
七
世
紀
の
日
本
・
朝
鮮
・
中
国
の
文
化
関
係
］・「
比

較
芸
術
史
演
習
」（
教
授　

高
田
修
）［
テ
キ
ス
ト
の
購
読
を
中
心
に
、
北
魏
か
ら
宋
に
至
る
間
の
中
国
美
術
史
と
く
に
彫
刻
・
絵
画
の

展
開
を
た
ど
る
］・「
文
化
心
理
学
特
殊
講
義
」（
教
授　

築
島
謙
三
）［
英
国
人
の
日
本
観
に
つ
い
て
講
ず
る
］・「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
論
演
習
」（
教
授　

堀
川
直
義
）［
本
年
度
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
共
同
研
究
を
行
う
］
と
な
っ
て
い
る
。

　
（
3
）　

雑
誌
『
常
民
文
化
』
は
、
一
九
七
七
年
に
大
学
院
生
の
研
究
活
動
の
一
環
と
し
て
、
そ
の
成
果
等
を
発
表
す
る
場
と
し
て
、
常
民
文

化
編
集
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
刊
行
し
た
雑
誌
。

　
（
4
）　

ロ
ナ
ル
ド
・
モ
ー
ス
著
（
岡
田
陽
一
・
山
野
博
史
訳
）、
一
九
七
七
、『
近
代
化
へ
の
挑
戦
―
―
柳
田
国
男
の
遺
産
―
―
』、
日
本
放

送
出
版
協
会
、
一
九
七
頁
。

　
（
5
）　

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
著
書
『
近
代
化
へ
の
挑
戦
―
―
柳
田
国
男
の
遺
産
―
―
』
で
も
触
れ
て
お
り
、
そ
の
成
果
と
し
て
野
口
武
徳
・
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宮
田
登
・
福
田
ア
ジ
オ
編
『
現
代
日
本
民
俗
学
Ⅰ
・
Ⅱ
』（
三
一
書
房
、
一
九
七
四
・
一
九
七
五
）
を
あ
げ
て
い
る
。

　
（
6
）　

ロ
ナ
ル
ド
・
モ
ー
ス
、
前
掲
書
、
二
二
二
頁
。

　
（
7
）　
「
ム
ラ
研
究
会
」
は
、
通
称
ム
ラ
研
と
い
わ
れ
、
田
中
宣
一
先
生
を
中
心
に
、
学
部
の
卒
業
生
や
院
生
な
ど
が
自
主
的
に
参
加
し
た

研
究
会
で
あ
り
、
会
場
は
当
時
一
号
館
の
二
階
に
あ
っ
た
文
化
史
学
研
究
室
で
夕
方
か
ら
始
ま
っ
た
。
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
、「
ム
ラ
と

は
何
か
？
」
で
あ
っ
た
と
思
う
が
、
熱
気
溢
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
燃
え
て
い
た
。
今
と
な
れ
ば
、
こ
こ
に
は
「
成
城
民
俗
学
」
の
基
盤

を
模
索
す
る
空
気
に
満
ち
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
他
大
学
の
参
加
者
も
あ
り
、
毎
回
、
研
究
会
は
盛
大
で
賑
や
か
で
あ
っ
た
。

　
（
8
）　

松
崎
憲
三
、
二
○
一
八
、「
成
城
民
俗
学
の
系
譜
―
―
教
員
編
―
―
」、
出
版
物
未
定

　
（
9
）　

柳
田
國
男
監
修
・
民
俗
学
研
究
所
編
、
一
九
五
一
、『
民
俗
学
辞
典
』、
東
京
堂
、
五
八
二
頁
及
び
五
七
七
頁
。
こ
の
項
目
は
、
井
之

口
章
次
「『
民
俗
学
辞
典
』
の
執
筆
者
一
覧
（
上
）」（『
民
間
傳
承
』
三
二
一
、
一
九
八
一
）
に
よ
る
と
、
大
藤
時
彦
が
執
筆
し
た
と
い
う
。

　
（
10
）　

新
谷
尚
紀
、
二
○
○
九
、『
伊
勢
神
宮
と
出
雲
大
社
―
―
「
日
本
」
と
「
天
皇
」
の
誕
生
―
―
』
講
談
社
、
二
一
二
～
二
一
六
頁
。

こ
れ
は
、「
補
論　
『
神
社
と
は
何
か
？
』
の
研
究
展
示
か
ら
見
え
て
き
た
も
の
―
―
博
物
館
と
大
学
院
の
可
能
性
―
―
」
の
一
文
で
あ
る
。

　
（
11
）　

新
谷
尚
紀
、
二
○
一
三
、『
伊
勢
神
宮
と
三
種
の
神
器
―
―
古
代
日
本
の
祭
祀
と
天
皇
―
―
』、
講
談
社
、
九
～
一
一
頁
。

　
（
12
）　

松
崎
憲
三
、
二
○
一
五
、「
民
俗
学
の
現
状
へ
の
一
言
―
―
研
究
姿
勢
、
研
究
対
象
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」『
長
野
県
民
俗
の
会
通
信
』

二
四
九
、
二
～
三
頁
。
今
ま
で
に
、
こ
う
し
た
考
え
方
を
提
唱
す
る
研
究
者
は
い
た
が
、
こ
の
点
を
踏
ま
え
て
ま
と
め
た
論
考
は
見
ら

れ
な
か
っ
た
。

�

（
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
客
員
研
究
員
）




